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は構造の異なる 2種類の ADAM1（ADAM1aと ADAM1b）が存在し，それぞれの細胞内での局在から異な
る生体内機能を持っている可能性を提唱している。特に，ADAM1aに関してはその欠損マウスを作製して
表現型を明確にしており，数多く存在する ADAMファミリーメンバーの機能に関して新しい境地を築いて
いる。
　これまで明確になっていなかった ADAM1について，それらの構造や機能をある程度明確にした点は十分
に評価できるが，それらの普遍的な最終結論を得るまでには至っておらず，今後に残された課題も少なから
ずある。しかし，研究自体は非常に注意深く行われており，十分な信頼性を有しており，当該研究分野の発
展に貢献したと判断できる。
　よって，著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
